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１．研修概要 

研修名称 困難事例は、誰のことか ―「分かっているのに、できない」をめぐっ

て― 

研修区分 困難事例への対応・多職種連携 多職種研修 

主催 特定非営利活動法人 ゆるやか連携ラボ 

開催日時 2026 年 8 月 6 日（木） 14:00〜15:43（約 103 分） 

開催場所 あかし保健所 1 階多目的ホール（兵庫県明石市） 

講師 北村 博 先生（神戸学院大学 講師／有限会社ＢＬＯＯＭ 代表） 

形式 集合研修（講義・グループワーク） 

対象 医療・介護・福祉・行政 多職種 

参加人数 ６５ 名（自社参加者：  名） 

２．研修内容 

【前半：グループ内共有（約 25 分）】 

医療・介護・福祉の多職種の小グループに分かれ、日頃の業務で「困難」と感じている事例

や、関わりのもどかしさを自由に共有した。講師が各グループを巡回し、出された話題を後の

講義・ワークにつなげた。 

【講師パート①：講義「多面的に捉える」（約 17 分）】 

北村博先生より、困難事例への向き合い方について講義があった。 

・ ①この研修のゴールは「解決策」ではなく「もどかしさの正体」をつかむこと 



・ ②講師自身の家族介護の経験から、「誰にとっての困難事例か」という問いの提示 

・ ③困難事例の系譜（福富 1990「問題を抱えているにもかかわらず援助を求めてこない人た

ち」＝サービス提供側の態度変容に焦点 → 介護保険施行後の「援助困難事例への対応」→ 

斎藤 2006：クライエント・介護者・地域のシステム・援助者の 4 つの視点） 

・ ④バイスティックの 7 原則（受容・個別化・自己決定・非審判的態度など）を意図的に使う

こと 

・ ⑤マズローの欲求 5 段階説：社会的欲求（つながり）を満たす前に「安全基地」があるかを

確認すること 

・ ⑥「□＋□＝2」の答えが無限にあるように、支援の方法も無限にある。だからこそ多面的

に捉える 

【グループワーク：立場を替えて事例を見る（約 25 分）】 

山田健司さん（72 歳・男性・独居・要介護 1）の模擬事例を用い、シート①「専門職として」

→ ②「長男・健太郎として」→ ③「本人として」→ ④「もう一度専門職に戻って」の順に立場

を替えながら付箋に記入し、模造紙に貼り出してグループ内で共有した。最後に、①の時点と

③の後で山田さんへの見え方がどう変わったかを一言ずつ交わした。 

【講師パート②：解説（約 15 分）】 

ＩＣＦ（国際生活機能分類）による山田さんの整理例が示され、「できない」からではなく促

進因子（強み）から捉える視点、時間軸（過去・現在・未来）と縦軸（俯瞰・現状・背景）で

捉える「多面的に捉える力」、うまくいっている事例の 6 要素（斎藤 2006）、impossible → 

I’m possible（2014 年ソチパラリンピック閉会式）の紹介があった。 

【まとめ：付箋のリアルタイム共有と講師講評（約 10 分）】 

各グループの付箋を主催者が当日その場で集約・投影し、事前アンケート結果とあわせて講師

が講評した。「時間をかけてゆっくり寄り添う」ことが答えだと参加者自身が気づいている一

方、それができないから困っている。時間と気持ちの余裕をつくるために、仲間・社内のシス

テム・地域のつながりを頼ることがポイントと締めくくられた。 

３．研修を通じた気づき・所感 

（自由記載） 

 

 

 



４．業務への活用・今後の取り組み 

（自由記載） 

 

 

 

５．参加者名簿 （自社参加者） 

No 氏名 職種・役職 所属部署 署名 

1     

2     

3     

4     

5     

６．添付資料一覧 

No 資料名 備考 

1 研修開催案内（チラシ） ゆるラボ発行 

2 講師講演内容まとめ（困難事例は、誰のことか） ゆるラボ作成 

3 グループワーク内容まとめ（山田健司さん事例） ゆるラボ作成 

4 講師スライド資料 北村博先生（有限会社ＢＬ

ＯＯＭ）提供 

5 ワーク用事例（フェイスシート・シート①〜④）・記

録用紙 

ゆるラボ作成 

 



管理者確認 

署名：               

㊞ 

確認日：   年  月  

日 

コメント・指示事項 

※本報告書は法定研修の受講証明として保管してください。（保管期間：5 年以上推奨） 


